
看
話
禪
に
お
け
る
『
禪
關
策
進
』
の
位
置
付
け

野

口

善

敬

は
じ
め
に

看
話
禪
を
語
る
時
に
最
も
著
名
か
つ
重
要
な
禪
僧
と
し
て
舉
げ
ら
れ
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
南
宋
の
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～

一
一
六
三
）
で
あ
る
。
大
慧
が
出
現
し
て
以
後
、
幾
多
の
宗
師
が
大
慧
流
の
看
話
指
導
を
行
い
、
看
話
は
中
國
禪
門
に
お
け
る
中
心
的
な

接
化
方
法
と
し
て
受
け
繼
が
れ
續
け
た
。
明
代
中
葉
に
お
け
る
佛
教
停
滯
期
の
後
、
明
末
清
初
期
に
な
っ
て
も
相
變
わ
ら
ず
看
話
禪
は
盛

況
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
看
話
禪
の
盛
行
に
大
き
な
影
響
を
與
え
た
人
物
に
、
明
末
の
三
高
僧
の
一
人
で
あ
る

雲
棲
袾
宏
（
一
五
三
五
～
一
六
一
五
）
が
い
る
。
袾
宏
が
看
話
禪
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
國
の
看
話
禪

に
お
け
る
話
頭
の
推
移
」（『
國
際
禪
研
究
』
第
九
号
・
二
〇
二
二
年
）
で
言
及
し
た
が
、
斯
論
で
は
、
袾
宏
の
著
述
で
あ
る
『
禪
關
策
進
』

が
明
末
以
降
の
佛
教
界
に
與
え
た
影
響
の
實
態
を
、こ
の
書
物
の
冒
頭
に
載
せ
ら
れ
た
「
黃
檗
示
衆
」
の
問
題
を
含
め
て
見
て
い
き
た
い
。

一
、
日
本
に
お
け
る
『
禪
關
策
進
』
の
流
行

『
禪
關
策
進
』
一
卷
（
以
下
、
本
文
中
で
は
題
目
と
引
用
文
獻
を
除
き
『
策
進
』
と
略
記
）
と
言
え
ば
日
本
で
は
白
隱
慧
鶴
禪
師
（
一
六
八
六
～

一
七
六
九
）
が
推
奨
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、白
隱
以
後
の
日
本
禪
門
で
『
策
進
』
が
重
要
な
禪
籍
と
し
て
用
い
續
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
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そ
の
背
景
に
、
白
隱
自
身
の
名
聲
と
そ
の
一
門
の
隆
盛
が
存
在
し
た
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。
し
か
し
、『
策
進
』
の
刊
刻
自
體
は
も
ち

ろ
ん
白
隱
の
活
躍
以
前
か
ら
行
わ
れ
、
數
多
く
流
通
し
て
い
た
。

た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
、
雲
棲
袾
宏
の
著
述
と
し
て
本
邦
で
翻
刻
さ
れ
流
布
し
て
い
た
書
籍
は
決
し
て
『
禪
關
策
進
』
だ
け
で
は
な
く
、

和
刻
本
の
『
策
進
』
出
版
に
先
立
つ
こ
と
三
年
の
承
應
二
年
（
一
六
五
三
）
に
『
竹
窗
隨
筆
（
初
筆
・
二
筆
・
三
筆
）』
三
卷
が
出
さ
れ
て
お
り
、

以
後
、
時
代
順
に
並
べ
れ
ば
『
僧
訓
日
紀
』
一
卷
（
萬
治
三
年
・
一
六
六
〇
）、『
緇
門
崇
行
錄
』
一
卷
（
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
）、『
戒
殺
放

生
文
』
一
卷
（
寛
文
元
年
・
一
六
六
一
）、『
正
訛
集
』
一
卷
（
貞
享
四
年
・
一
六
八
七
）、『
山
房
雜
錄
』
二
卷
（
元
祿
六
年
・
一
六
九
三
）、『
雲

棲
蓮
池
大
師
遺
稿
』
三
卷
（
元
禄
七
年
・
一
六
九
四
）、『
自
知
錄
』
一
卷
（
元
祿
十
四
年
・
一
七
〇
一
）
が
出
さ
れ
て
い
る
。
全
て
白
隱
の
生

前
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
江
戸
期
に
翻
刻
さ
れ
た
明
末
清
初
期
の
中
國
禪
僧
の
著
述
は
、
隱
元
隆
琦
の
來
朝
な
ど
も

あ
っ
て
濟
洞
を
問
わ
ず
多
數
に
の
ぼ
る
わ
け
だ
が
、
袾
宏
に
つ
い
て
は
そ
の
出
版
點
數
の
多
さ
か
ら
當
時
の
佛
教
界
に
お
い
て
特
に
廣
く

興
味
を
集
め
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。

そ
の
數
あ
る
袾
宏
の
著
述
の
中
で
白
隱
が
『
策
進
』
だ
け
を
激
賞
し
た
の
は
、
袾
宏
の
宗
風
に
對
す
る
不
滿
が
根
底
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
に
起
因
す
る
。
白
隱
は
雲
棲
袾
宏
に
つ
い
て
「
名
前
は
禪
門
に
置
い
て
い
な
が
ら
、
裏
で
は
專
ら
稱
名
念
佛
を
し
て
極
樂
淨
土
へ
の

往
生
を
願
っ
て
い
る
（
名
ハ
禪
門
ニ
在
ツ
テ
、
内
ニ
ハ
專
ラ
稱
名
念
佛
シ
テ
、
淨
刹
ノ
往
生
ヲ
願
フ
）」（『
於
仁
安
佐
美
』
卷
之
上
・
五
丁
オ
、
芳
澤

勝
弘
譯
注
『
白
隱
禪
師
法
語
全
集
』
第
二
冊
・p.121

、
禪
文
化
研
究
所
・
一
九
九
九
年
）
と
言
い
、「
見さ

と
り性

の
眼ま

な
こが

ひ
ら
い
て
お
ら
ず
、
參佛

道

玄修
行

の
力

が
乏
し
い
（
見
性
眼ま

な
こ暗

ク
、
參
玄
力ち

か

ラ
乏ト

モ

シ
）」（
同
上
、cf.

『
遠
羅
天
釜	
續
集
』・
二
三
丁
ウ
、『
白
隱
禪
師
法
語
全
集
』
第
九
冊
・p.496

、
禪
文
化
研

究
所
・
二
〇
〇
三
年
）
と
惡
し
樣
に
貶
し
て
お
り
、
東
嶺
に
對
し
、「
雲
棲
の
一
生
涯
の
文著

字述

で
、
但
だ
此
の
書
だ
け
は
吾
が
〔
禪
〕
宗
の

補た
す

け
と
な
っ
て
い
る
（
雲
棲
一
生
之
文
字
、
但
此
書
有
補
吾
宗
）」（
東
嶺
圓
慈
「
重
刻
禪
關
策
進
後
序
」・T

48-1109b

）
と
評
價
し
て
、『
策
進
』

の
再
刊
を
依
頼
し
な
が
ら
も
、「
と
は
い
え
、
こ
の
書
物
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
念
佛
に
よ
っ
て
自
己
を
參
究
さ
せ
て
い
る
。
間
違
い
で
は
無

い
が
、
衲禪

の

僧修
行
者の

鋭
氣
を
ひ
ど
く
奪
っ
て
し
ま
い
、
往淨

生土

門
に
陷
っ
て
し
ま
う
者
も
少
な
く
な
い
。
老わ

た
し僧

の
意考

え

に
依し

た
がう

な
ら
ば
、
一
齊
に
削

（1） 
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り
去
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
可よ

か
ろ
う
（
雖
然
、
此
書
間
以
念
佛
參
究
自
己
。
是
則
是
、
甚
奪
衲
僧
頴
氣
、
落
往
生
門
者
不
少
。
若
依
老
僧
意
、
一
齊

削
去
可
也
）」（T

48-1109c

）
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
お
り
、袾
宏
の
本
領
と
も
言
う
べ
き
禪
淨
雙
修
に
關
わ
る
部
分
の
削
除
を
指
示
し
て
い
る
。

で
は
、
白
隱
は
『
策
進
』
の
ど
の
樣
な
部
分
を
評
價
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
白
隱
は
修
行
時
代
に
、「『
禪
關
策
進
』
を
師手

本

と
し
て
、
晝ひ

る

も
夜よ

る

も
懸
命
に
刻
苦
勉
励
し
た
（『
禪
關
策
進
』
を
師
と
し
、
晝
夜
に
勤
め
て
精
練
刻
苦
す
）」（『
壁
生
草
』
卷
上
・
一
七
オ
、『
白
隱
禪
師
法
語
全
集
』

第
三
冊
・p.168

、
禪
文
化
研
究
所
・
一
九
九
九
年
）、「『
禪
關
策
進
』
を
師手

本

と
し
て
工修

夫行

を
怠
る
こ
と
が
な
か
っ
た
（『
禪
關
策
進
』
を
師
と
し
て
、

工
夫
怠
る
事
な
し
）」（『
八
重
葎
』
卷
之
三
・
四
二
オ
、『
白
隱
禪
師
法
語
全
集
』
第
七
冊
・p.144

、
禪
文
化
研
究
所
・
一
九
九
九
年
）
と
繰
り
返
し
述

べ
て
い
る
が
、『
策
進
』
の
中
で
、
彼
が
特
筆
し
て
激
賞
し
た
の
は
、
慈
明
（
石
霜
楚
圓
）
の
「
引
錐
自
刺
」（『
禪
關
策
進
』・T

48-1105b

）

の
話
の
部
分
で
あ
っ
た
（『
八
重
葎
』
卷
之
三
「
策
進
幼
稚
物
語
」・
三
六
ウ
、『
白
隱
禪
師
法
語
全
集
』
第
七
冊
・p.139

、cf.

東
嶺
圓
慈
「
重
刻
禪
關

策
進
後
序
」・T

48-1109b

）。
つ
ま
り
、
そ
の
賞
讚
は
「
諸
祖
苦
功
節
略
第
二
」
に
見
え
る
實
踐
修
行
に
お
け
る
「
刻
苦
」
と
の
結
び
付
き

の
み
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、『
策
進
』の「
諸
祖
法
語
節
要
第
一
」に
載
せ
ら
れ
た
具
體
的
な
話
頭
指
示
の
存
在
に
は
向
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

二
、
中
國
に
お
け
る
看
話
禪
指
南
書
と
し
て
の
『
禪
關
策
進
』

⑴ 

袾
宏
の
評
價
と
著
述
の
出
版

中
國
に
お
け
る
雲
棲
袾
宏
の
評
價
は
、
明
末
に
お
け
る
戒
壇
の
復
興
や
、
そ
の
穩
健
な
宗
風
も
あ
っ
て
、
言
う
ま
で
も
な
く
非
常
に
高

い
も
の
で
あ
っ
た
。
白
隱
が
嫌
悪
し
た
淨
土
門
へ
の
傾
倒
も
、
禪
淨
一
致
が
主
流
で
あ
っ
た
中
國
禪
門
に
お
い
て
は
忌
避
さ
れ
る
こ
と
も

ほ
ぼ
無
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
純
禪
を
標
榜
し
た
日
本
黃
檗
に
つ
な
が
る
密
雲
圓
悟
（
一
五
六
六
～
一
六
四
二
）
一
門
の
中
で
は
否
定
的
な
評

價
も
見
ら
れ
る
が
、『
御
選
語
錄
』
に
袾
宏
の
語
錄
を
收
載
し
た
清
朝
の
世
宗
雍
正
帝
（
一
六
七
八
～
一
七
三
五
）
は
、
そ
の
著
述
に
つ
い
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て
「
本
分
に
お
い
て
徹
底
し
た
圓
通
の
論
で
は
な
い
が
、
す
べ
て
正
し
い
知
見
の
説
で
あ
る
（
於
本
分
雖
非
徹
底
圓
通
之
論
、
然
而
已
皆
正
知

正
見
之
說
）」（『
御
選
語
錄
』
卷
一
三
「
御
製
序
」・Z119-232b

）
と
し
、「
雲
棲
の
蓮
池
大
師
（
＝
袾
宏
）
は
清き

よ

淨ら
か

な
梵仏

道

行修
行

を
し
、
曾
て
參
禪
悟

道
し
て
所
得
が
有
っ
た
者人

物

だ
（
雲
棲
蓮
池
大
師
、
梵
行
清
淨
、
乃
曾
參
悟
有
得
者
）」（『
御
選
語
錄
』
卷
頭
「
御
製
總
序
」・Z119-179d

）	

と
述
べ
て

お
り
、
こ
れ
が
、
帝
に
限
ら
ず
一
般
的
な
理
解
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
袾
宏
の
著
述
類
に
つ
い
て
は
、
中
國
に
お
い
て
生

前
か
ら
盛
ん
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
遷
化
し
て
五
年
後
の
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）
に
は
、『
策
進
』
を
含
む
著
作
集
が
『
雲
棲
法
彙
』
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
こ
の
『
策
進
』
は
當
時
の
中
國
禪
門
に
お
い
て
ど
の
樣
な
位
置
付
け
で
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑵ 『
禪
關
策
進
』
の
性
格

①
苦
行
実
踐
の
鼓
舞

『
策
進
』
の
構
成
は
「
前
集
二
門
」
と
さ
れ
る
「
諸
祖
法
語
節
要
第
一
」「
諸
祖
苦
功
節
略
第
二
」
の
二
篇
と
、「
後
集
一
門
」
と
さ
れ

る
「
諸
經
引
證
節
略
」
一
篇
の
、
計
二
門
三
篇
か
ら
成
る
。

「
諸
祖
法
語
節
要
第
一
」
は
、「
筠
州
黃
檗
運
禪
師
示
衆
」
か
ら
「
月
心
和
尚
示
衆
」
ま
で
、
諸
祖
の
示
衆
・
垂
誡
・
小
參
・
普
說
・
答

問
な
ど
三
十
九
章
が
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、自
ら
「
向
上
の
玄
談
を
取
り
あ
げ
ず
、唯
だ
工修

夫行

を
做す

る
の
に
喫
緊
な
處も

の

を
取
り
あ
げ
た
（
不

取
向
上
玄
談
、
唯
取
做
工
夫
喫
緊
處
）」（T

48-1098a

）
と
述
べ
て
い
る
通
り
、
修
行
に
資
す
る
肝
要
な
文
章
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
分
量

的
に
『
策
進
』
全
體
の
半
分
ほ
ど
を
占
め
る
。
必
ず
し
も
看
話
に
つ
い
て
の
文
章
を
集
め
た
も
の
で
は
な
い
が
、
話
頭
參
究
に
關
す
る
内

容
が
多
く
見
え
て
い
る
の
も
事
實
で
あ
る
。

「
諸
祖
苦
功
節
略
第
二
」
は
、「
獨
坐
靜
室
」
か
ら
「
獨
守
鈍
工
」
ま
で
の
二
十
四
章
が
集
め
ら
れ
た
も
の
で
、
題
目
に
「
諸
祖
苦
功
」

と
あ
る
通
り
、
大
悟
に
至
る
ま
で
の
祖
師
方
の
嚴
し
い
修
行
功
夫
の
樣
子
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。

（2） 

（3） 
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「
諸
經
引
證
節
略
」
は
、『
大
般
若
經
』
か
ら
『
正
法
念
處
經
』
ま
で
三
十
四
經
典
と
、
そ
の
他
、
論
部
・
史
傳
部
・
諸
宗
部
か
ら
十
三

種
類
の
、
四
十
七
章
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
長
き
に
わ
た
る
苦
し
い
修
行
の
必
要
性
の
根
據
と
な
る
文
章
を
經
典
類
か
ら
「
引
證
」

（T
48-1098a

）
と
し
て
抜
き
出
し
た
文
章
で
あ
る
。

白
隱
が
賞
讚
し
た
慈
明
の
「
引
錐
自
刺
」（T

48-1105b

）
は
「
諸
祖
苦
功
節
略
第
二
」
に
見
え
る
が
、
同
「
節
略
」
に
は
「
懸
崖
坐
樹
」

（T
48-1105a

）・「
草
食
木
棲
」（T

48-1105a

）・「
寢
食
兩
忘
」（T

48-1106a

）・「
以
頭
觸
柱
」（T

48-1106a

）・「
脅
不
至
席
」（T

48-1106b

）
な

ど
、「
引
錐
自
刺
」
に
劣
ら
な
い
嚴
し
い
修
行
内
容
の
文
章
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、『
策
進
』
全
篇
を
通
じ
て
苦
行
の
必
要
性
を
說
い
た
内

容
で
埋
め
盡
く
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
樣
な
修
行
に
果
敢
に
邁
進
す
る
た
め
の
激
励
叱
咤
の
書
物
と
し
て
の
『
策
進
』
の
側
面
が
評
價
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

公
安
派
の
文
人
で
あ
っ
た
黃
輝
（
字
平
倩
、
號
慎
軒
・
一
五
六
二
～
一
六
一
二
）
が
袾
宏
に
對
し
て
、「『
禪
關
策
進
』
と
い
う
書
物
は
尤と

り
わけ

人

の
意気

持
ちを

強
く
し
ま
す
。
弟わ

た
し子

は
毎い

つ

も
こ
の
念思

い

を
懷い

だ

い
て
い
ま
す
（『
禪
關
策
進
』
一
書
、
尤
強
人
意
。
弟
子
每
懷
此
念
）」（『
雲
棲
大
師
遺
稿
』
卷

一
「
答
四
川
黃
慎
軒
太
史	

又
」・J33-122a

）
と
述
べ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
黃
輝
は
、
袾
宏
が
『
策
進
』
の
序
文
を
書
い
た
十
二
年

後
に
逝
去
し
て
い
る
か
ら
、
出
版
後
、
比
較
的
早
い
時
期
の
評
價
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
禪
僧
で
同
樣
の
意
見
を
述
べ
た
者
と
し
て
は
、

次
に
舉
げ
る
古
雪
真
喆
（
一
六
一
四
～
？
）
の
言
葉
が
あ
る
。

一
冊
の
『
禪
關
策
進
』
は
「
切
（
切
實
）」
と
い
う
一
字
の
註
釋
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
你お

ま
えた

ち
が
若も

し
生
死
の
〔
問
題
を
究
め
よ
う
と

い
う
〕
心
が
「
切
（
切
實
）」
で
な
い
な
ら
ば
、直た

饒と

え
朝
か
ら
暮よ

る

ま
で
、暮よ

る

か
ら
朝
ま
で
、〔
遙
か
未
來
の
〕
彌
勒
菩
薩
が
〔
こ
の
世
に
〕

下お
生
ま生

れ
に
な
る
ま
で
〔
你お

ま
えた

ち
に
〕
說お

し

え
〔
續
け
〕
た
と
し
て
も
、
ま
た
沒無

駄
な
こ
と

交
渉
だ
。

一
部
『
禪
關
策
進
』
祇
是
箇
切
字
註
腳
。
你
若
生
死
心
不
切
、
直
饒
從
朝
至
暮
、
從
暮
至
朝
、
說
到
彌
勒
下
生
、
也
沒
交
涉
。（『
古

雪
哲
禪
師
語
錄
』
卷
一
〇
「
普
說
」・J28-356c

）
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古
雪
は
袾
宏
が
遷
化
す
る
前
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
二
世
代
下
の
時
代
に
活
躍
し
て
い
る
。
密
雲
圓
悟
の
法
嗣
と
す
る
說
も
あ
っ
た
と
さ

れ
る
が
（『
五
燈
全
書
目
錄
』
卷
一
・Z140-4b

）、
臨
濟
系
の
法
系
不
詳
の
禪
僧
で
あ
る
。

そ
の
他
、
密
雲
の
孫
弟
子
で
費
隱
通
容
の
法
嗣
で
あ
る
靈
機
行
觀
（
一
六
一
六
～
一
六
八
一
）
も
「
偶た

ま

た
ま
『
禪
關
策
進
』
を
閱讀

ん
で
愈ま

す

ま
す
猛勇

猛
さ礪

を
加
え
た
（
偶
閱
『
禪
關
策
進
』、愈
加
猛
礪
）」（『
靈
機
禪
師
語
錄
』
卷
六
卷
末
附
錄･

超
正
撰
「
行
狀
」・J39-455c

）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

②
話
頭
參
究
書
と
し
て
の
側
面

『
策
進
』が
こ
の
よ
う
な
修
行
に
お
け
る
強
い
精
神
力
の
必
要
性
を
鼓
舞
す
る
内
容
を
持
っ
た
書
物
で
あ
る
の
は
事
實
で
あ
る
。し
か
し
、

袾
宏
自
身
の
『
策
進
』
撰
述
の
思
惑
が
、
單
な
る
精
神
論
で
は
な
く
、
飽
く
ま
で
看
話
を
修
行
方
法
の
軸
と
し
な
が
ら
、
そ
の
徹
底
し
た

參
究
を
勸
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
袾
宏
は
、
佛
教
居
士
と
し
て
名
高
く
陽
明
學
左
派
の
思
想
家
で
も
あ
っ
た
陶
望
齡

（
石
簣
・
一
五
六
二
～
一
六
〇
九
）
に
與
え
た
書
簡
の
中
で
次
の
樣
に
述
べ
て
い
る
。

『
禪
關
策
進
』
は
皆す

べ

て
古
人
が
實み

剝っ

剝ち

地り

と
把堅

穩實

に
工修

夫行

を
做

お
こ
な

っ
て
い
る
〔
内
容
を
載
せ
た
〕
も
の
で
、
後
世
の
賢
者
の
た
め
の
樣手

子本

と
す
る
〔
た
め
の
〕
も
の
で
あ
る
。
今
は
願ど

う

か
〔
自
分
が
根
幹
と
し
て
い
る
〕
本
參
〔
の
話
頭
〕
を
守と

り

定ま
も

っ
て
、
正さ

悟と

り
を
期め

ざ

し

な
さ
い
。

『
禪
關
策
進
』、
皆
古
人
實
剝
剝
地
把
穩
做
工
夫
、
與
後
賢
作
樣
子
。
今
願
守
定
本
參
、
以
期
正
悟
。（『
雲
棲
大
師
遺
稿
』
卷
二
「
答

會
稽
陶
石
簣
太
史	

又
」・J33-129c

）

も
ち
ろ
ん
『
策
進
』
は
、
必
ず
し
も
全
編
に
わ
た
り
看
話
指
示
の
文
章
を
集
め
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
前
述
の
通
り
看
話
參
究
に

関
す
る
文
章
が
多
い
の
も
事
實
で
あ
る
。
こ
の
書
が
話
頭
參
究
の
指
導
書
と
し
て
の
地
位
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
明
末
に
看
話
禪
を
唱
導
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し
た
洞
門
の
大
立
者
で
あ
る
無
異
元
來
（
一
五
七
五
～
一
六
三
〇
）
の
發
言
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
、『
地
理
統
一
全
書
』
の
著

者
と
し
て
知
ら
れ
る
余
文
台
（
象
斗
・
一
五
五
〇
？
～
一
六
三
七
）
に
與
え
た
書
簡
の
中
で
言
う
。

「
生
死
事
大
、
無
常
迅
速
」
と
い
う
の
が
、〔
頂
戴
し
た
あ
な
た
の
〕
來お

手
紙諭

〔
の
中
〕
で
最
も
肯ポ

イ

綮ン
ト

と
な
る
で
し
ょ
う
。
但も

し
「
生
死
」

の
二
字
を
發あ

明き

ら
か
に
し
た
い
の
な
ら
ば
、
こ
の
二
字
を
貼汗

臭
い
肌
着

肉
汗
衫
の
よ
う
に
〔
肌
身
離
さ
な
い
よ
う
に
〕
し
て
、「
ど
こ
か
ら
生

ま
れ
て
來
て
、死
ん
で
ど
こ
へ
去い

く
の
か
（
生
從
何
來
、死
從
何
去
）」〔
と
い
う
公
案
〕
を
看參

究

し
な
さ
い
。
或あ

る

い
は
〔
他
の
〕
一
句
〔
の

話
頭
〕
だ
け
を
提も

ち

い
て
も
可か

ま

い
ま
せ
ん
。
若も

し
一
句
〔
の
話
頭
〕
の
上
で
徹
底
で
き
た
ら
、
千
句
、
萬
句
も
一一

時氣

に
徹
底
し
、
無数

限

邊り
な

い
佛
法
も
自
然
に
通あ

曉き

ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。
…
…
居あ

な
た士

は
但
だ
貧わ

た
し衲

が
示
し
た
と
お
り
に
〔
工
夫
〕
し
、或あ

る

い
は
『
禪
關
策
進
』・

『
博
山
警
語
』
及
び
『
徑
山
回
書
』
を
看ご

ら
んな

さ
い
。〔
こ
れ
ら
は
〕
悉す

べ

て
〔
徹
底
す
る
〕
機き

つ

緣か
け

を
助手

助
け發

し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

生
死
事
大
、
無
常
迅
速
。
來
諭
最
為
肯
綮
。
但
要
發
明
生
死
二
字
、
將
此
二
字
、
做
箇
貼
肉
汗
衫
、
行
住
坐
臥
、
看
「
生
從
何
來
、

死
從
何
去
」。
或
單
提
一
句
亦
可
。
若
一
句
上
徹
去
、
千
句
萬
句
、
一
時
徹
去
。
無
邊
佛
法
、
自
然
通
曉
。
…
…
居
士
但
如
貧
衲

所
示
、
或
看
『
禪
關
策
進
』・『
博
山
警
語
』
及
『
徑
山
回
書
』、
悉
能
助
發
機
緣
也
。（『
無
異
元
來
禪
師
廣
錄
』
卷
二
八
「
與
余
文
台

居
士
」・Z125-169a~b

）

無
異
は
、更
に
佛
教
居
士
と
し
て
も
名
高
い
士
大
夫
で
あ
っ
た
吳
應
賓
（
一
五
六
五
～
一
六
三
四
）
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
も
、「『
禪
警
語
』

『
大
慧
回
書
』『
禪
關
策
進
』
は
悉す

べ

て
〔
工
夫
を
〕
助手

助
け發

し
て
く
れ
る
（『
禪
警
語
』『
大
慧
回
書
』『
禪
關
策
進
』、
悉
能
助
發
）」（『
無
異
元
來
禪

師
廣
錄
』
卷
二
八
「
與
吳
觀
我
太
史
第
二
書
」・Z125-169b

）
と
同
じ
三
種
類
の
書
物
を
、參
究
を
手
助
け
す
る
參
考
書
と
し
て
推
獎
し
て
い
る
。

こ
の
三
書
の
う
ち
『
禪
警
語
』
は
無
異
自
身
が
撰
述
し
て
刻
出
し
た
萬
暦
三
十
九
年
（
一
六
一
一
）
序
刊
の
看
話
參
究
の
參
考
書
、『
博

山
和
尚
參
禪
警
語
』
二
卷
（
Ｚ
一
一
二
所
收
）
を
指
す
の
で
別
に
置
く
と
し
て
、『
大
慧
回
書
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
南
宋
の
大
慧
宗
杲
の
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手
に
な
る
公
案
參
究
指
導
の
古
典
と
も
言
う
べ
き
『
大
慧
書
』
の
こ
と
で
あ
り
、
殘
る
一
つ
が
他
で
も
な
い
袾
宏
の
『
禪
關
策
進
』
な
の

で
あ
る
。
こ
の
一
事
を
見
て
も
『
策
進
』
が
看
話
參
究
の
指
導
書
と
し
て
明
末
に
廣
く
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

③	

そ
の
効
用
…
…
僧
俗
を
問
わ
な
い
參
究
の
切
っ
掛
け

以
上
の
資
料
は
在
家
士
大
夫
に
關
わ
る
資
料
が
大
部
分
を
占
め
る
が
、
も
ち
ろ
ん
僧
侶
の
間
で
も
『
禪
關
策
進
』
は
廣
く
讀
ま
れ
て
い

た
。『
策
進
』
中
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
文
章
の
多
く
は
禪
僧
の
修
行
歷
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
僧
俗
を
問
わ
な
い
と
い
う
看
話
禪
の
性

格
を
如
實
に
示
し
て
い
る
。

出
家
者
の
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
法
振
大
鐸
（
一
五
七
四
～
一
六
一
八
）
は
雲
棲
袾
宏
の
在
世
當
時
、
雲
棲
で
具
足
戒
を
受
け
た
後
、

袾
宏
か
ら
「『
禪
關
策
進
』
の
一
書
を
付あ

た

え
ら
れ
て
、
參
究
の
訣奥

義

と
し
た
（
付
『
禪
關
策
進
』
一
書
、
為
參
究
之
訣
）」（『
憨
山
老
人
夢
遊
集
』
卷

二
八
「
宣
城
華
陽
山
道
者
法
振
鐸
公
塔
銘
」・Z127-307b

）
と
言
わ
れ
て
お
り
、
後
に
袾
宏
か
ら
印
可
を
得
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
『
策
進
』
を
、
誰
か
ら
指
示
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
自
分
で
進
ん
で
讀
み
、
も
し
く
は
友
人
か
ら
勸
め
ら
れ
て
目
に
し
、

そ
れ
が
切
っ
掛
け
で
禪
宗
の
修
行
を
始
め
た
例
も
あ
る
。

密
雲
圓
悟
の
孫
弟
子
で
漢
月
法
藏
の
法
嗣
で
あ
る
在
可
弘
證
（
？
～
一
六
四
六
）
は
、「
十
四
歳
で
出
家
し
、『
禪
關
策
進
』
を
閱讀

ん
で

始
め
て
工修

夫行

を
做す

る
〔
た
め
〕
の
〔
方
法
〕
が
知わ

か

っ
た
（
十
四
出
家
。
因
閱
『
禪
關
策
進
』、
始
知
做
工
夫
）」（『
五
燈
全
書
』
卷
六
九
「
虞
山
三

峰
大
樹
在
可
弘
證
禪
師
・Z141-222b

）
と
言
う
し
、
無
異
元
來
の
孫
弟
子
に
當
た
る
南
詢
弘
參
（
生
卒
年
不
詳
）
も
「
偶た

ま

た
ま
『
禪
關
策
進
』

を
閱讀

ん
で
い
て
、
始
め
て
生
死
を
出
離
す
る
徑近

道

が
有
る
こ
と
を
知
っ
た
（
偶
閱
『
禪
關
策
進
』、
始
知
有
出
生
死
之
徑
）」（『
古
今
圖
書
集
成
選
輯

･

下
』
卷
一
九
四
「
弘
參
」・B16-655a

）
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
介
菴
悟
進
（
一
六
一
二
～
一
六
七
三
）
の
法
嗣
で
あ
る
東
巖
真
燦
（
一
六
二
三
～
？
）
は
、
教
宗
か
ら
禪
宗
に
轉
向
し
た
切
っ
掛
け

と
し
て
『
策
進
』
を
舉
げ
て
い
る
。
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二
十
歲
で
京北

都京

の
清
涼
寺
に
造い

た

っ
て
顓
愚
觀
衡
に
具
足
戒
を
受
け
た
。
後
に
〔
教
宗
の
〕
講
席
を
歷め

ぐ

っ
て
、凡い

つ

も
經
典
を
看よ

み
畢お

わ
っ

た
ら
常一

晩
中夜

、〔
坐
具
を
〕
敷
い
て
坐
禪
し
た
。
友
人
が
宗禪

門宗

の
向佛

を

上も
超

一え
る

著一
手

の
こ
と
に
談
及
す
る
の
を
聞
き
、
又さ

ら

に
『
禪
關
策
進
』
を

閱讀

ん
で
工修

夫行

を
做す

る
事や

り
方が

知わ
か

り
、
頓す

ぐ

さ
ま
教教

宗
の
教
え理を

棄
て
た
。

二
十
、
造
京
都
清
涼
寺
、
受
上
顓
下
愚
和
尚
具
足
戒
。
後
歷
講
席
、
凡
看
經
畢
、
常
夜
敷
坐
。
聞
友
人
談
及
宗
門
向
上
一
著
、
又

閱
『
禪
關
策
進
』、
則
知
有
做
工
夫
事
、
頓
棄
教
理
。（『
黃
蓮
東
巖
禪
師
語
錄
』「
行
實
」・J38-416c

）

文
中
、
東
巖
が
具
足
戒
を
受
け
た
と
さ
れ
る
顓
愚
觀
衡
（
一
五
七
九
～
一
六
四
六
）
は
憨
山
德
清
の
法
嗣
だ
が
、
彼
も
居
士
の
王
思
履
に

與
え
た
書
簡
の
中
で
、「
法
語
を
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
佳依

命頼

を
〔
王あ

思な

履た

よ
り
〕
承う

け
、
謹
ん
で
『
禪
關
策
進
』
を
按し

ら

べ
て
二
條
を

錄書
き
寫し

ま
し
た
（
承
佳
命
書
法
語
。
謹
按
『
禪
關
策
進
』
錄
二
條
）」（『
紫
竹
林
顓
愚
衡
和
尚
語
錄
』
卷
五
「
答
思
履
王
公
」・J28-680c

）
と
述
べ
て
お
り
、

『
策
進
』
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

更
に
尼
僧
で
あ
る
季
總
明
徹
（
一
六
〇
六
～
？
）
の
場
合
は
、
嗣
法
師
の
萬
如
通
微
（
一
五
九
四
～
一
六
五
七
・
密
雲
の
法
嗣
）
か
ら
の
指

示
に
つ
い
て
、「
一あ

る
日日

、
尚和

尚
（
＝
萬
如
通
微
）
は
某わ

た
しに

『
禪
關
策
進
』
を
看
る
よ
う
命
じ
た
（
一
日
尚
以
『
禪
關
策
進
』、
命
某
看
）」（『
季
總
徹

禪
師
語
錄
』
卷
二
「
行
實
」・J28-453b

）
と
述
べ
て
い
る
。
上
述
の
法
振
代
鐸
の
場
合
は
著
者
の
袾
宏
本
人
か
ら
直
接
『
策
進
』
を
勸
め
ら

れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
季
總
の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
か
ら
、
後
世
の
師
家
も
參
禪
の
指
導
に
『
策
進
』
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
事

實
を
教
え
て
く
れ
る
。

ま
た
、
前
節
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
當
然
、『
策
進
』
は
在
俗
者
の
間
で
も
流
行
し
て
お
り
、
洞
門
の
覺
浪
道
盛
（
一
五
九
二
～

一
六
五
九
）
の
弟
子
で
あ
っ
た
居
士
の
張
季
山
は
、
書
簡
の
中
で
、「
先
年
、
病や

ま
いに

な
っ
た
こ
と
で
玄
門
を
學
び
止
觀
を
修
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。〔
そ
れ
か
ら
〕
二
十
數
年
間
、
持菜

素食

し
て
き
ま
し
た
が
、『
禪
關
策
進
』
や
『
傳
燈
錄
』
な
ど
の
諸禪

錄籍

を
見
る
こ
と
に
な
っ
て
、

始
め
て
向

佛
を
も
超
え
る上

宗禅
の

旨真
理

を
必
ず
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
知わ

か

り
ま
し
た
（
先
年
因
病
得
學
玄
門
與
修
止
觀
。
持
素
二
十
餘
年
、
及
見
『
禪
關
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策
進
』『
傳
燈
』
諸
錄
、
始
知
向
上
宗
旨
必
求
）」（『
天
界
覺
浪
盛
禪
師
全
錄
』
卷
四
「
大
圓
張
季
山
封
君
偕
侄
興
選
旭
海
居
士
設
供
皈
依
請
上
堂
」・J34-

611a
）
と
述
べ
て
い
る
。
入
門
書
と
し
て
の
『
策
進
』
の
存
在
意
義
が
知
ら
れ
る
。

④
『
禪
關
策
進
』
か
ら
の
話
頭
採
用

『
策
進
』
流
行
の
延
長
線
上
に
、
自
ら
が
參
究
す
る
話
頭
を
こ
の
書
物
に
よ
っ
て
決
め
た
と
い
う
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

密
雲
圓
悟
の
孫
弟
子
で
あ
る
百
癡
行
元
（
一
六
一
一
～
一
六
六
二
・
費
隱
通
容
の
法
嗣
）
は
、「
二
十
歲
で
薙剃

髪･

度得
度

し
、『
禪
關
策
進
』
に
「
萬

法
歸
一
」
の
話話

頭

が
有
る
の
を
見
て
、參
究
に
事從

事

す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
年
二
十
薙
度
。
見
『
禪
關
策
進
』
有
「
萬
法
歸
一
」
話
、遂
事
參
究
）」（『
五

燈
全
書
』
卷
七
〇
「
鹽
官
金
粟
百
癡
元
禪
師
」・Z141-235b

、cf

『
百
癡
禪
師
語
錄
』
卷
二
九
「
行
實
」・J28-153a

）
と
言
い
、
密
雲
の
四
傳
の
弟
子

で
あ
る
寧
一
暹
（
生
卒
年
不
詳
・
了
宗
見
の
法
嗣
）
は
、「
十
一
歲
で
天
寧
（
江
蘇
省
常
州
）
の
洞
明
に
送

連
れ
て
行か

れ
て
薙剃

髮髪

し
、『
禪
關
策
進
』
を

見
て
、「
念
佛
す
る
の
は
誰
だ
」〔
の
話
頭
〕
を
參
究
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
十
一
歲
、
送
天
寧
洞
明
薙
髮
。
因
見
『
禪
關
䇿
進
』、
遂
參
「
念
佛

是
誰
」）」（『
五
燈
全
書
』
卷
一
〇
六
「
寧
遠
首
山
寧
一
暹
禪
師
（
了
宗
見
嗣
）」・Z142-28a

）
と
言
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
趙
州
「
無
字
」
の
話
頭
に
つ
い
て
も
、『
策
進
』
に
よ
っ
て
參
究
を
始
め
た
實
例
が
あ
る
。
密
雲
の
法
嗣
で
あ
る
萬
如
通
微

（
一
五
九
四
～
一
六
五
七
）
は
「
十
九
歳
で
郡
（
浙
江
省
嘉
禾
郡
秀
水
縣
）
の
南
に
あ
る
興
善
寺
に
投行

き
、
涵
初
公
（
不
詳
）
を
禮
し
て
脫出

白家

し
、

後の
ち

に
參各

地
で
修
行方し

て
具
足
戒
を
受
け
、『
禪
關
策
進
』
を
閱よ

ん
で
「
無
字
」
の
公
案
を
提參

撕究

す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
年
十
九
投
郡
南
興
善
寺
、
禮

涵
初
公
脫
白
、
後
參
方
受
具
戒
、
閱
『
禪
關
策
進
』、
遂
提
撕
「
無
字
」
公
案
）」（『
介
為
舟
禪
師
語
錄
』
卷
五
「
龍
池
先
老
和
尚
傳
」・J28-247a

、cf	『
萬

如
禪
師
語
錄
』
卷
末
附
錄
「
行
實
」・J26-478c

、『
萬
如
禪
師
語
錄
』
卷
末
附
錄
「
行
狀
」・J26-479b

、『
萬
如
禪
師
語
錄
』
卷
頭
附
錄
「
荊
溪
龍
池
老
和

尚
列
傳
」・J26-440c

）
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
密
雲
と
は
同
じ
臨
濟
宗
で
も
少
し
法
系
が
違
う
が
南
明
慧
廣
（
一
五
七
六
～
一
六
二
〇
）
は
、

「
彼そ

の
時當

時

、
禪
宗
が
著パ

ツ
とし

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
講教

宗

肆の
寺

を
歷
遊
し
、
ま
た
本所

屬

寺寺
院

に
還も

ど

っ
て
禪
堂
で
掩閉

じ

關籠
も

っ
〔
て
坐
禪
し
〕
た
が
、
交か

わ

る
が

わ
る
『
禪
關
策
進
』
と
い
う
書
物
を
持
っ
て
至き

て
く
れ
た
。
師南

明

は
展ひ

ら

い
て
閱よ

ん
だ
が
、「
無
字
」
の
話話

頭

の
上
に
〔
意
識
が
〕
凝集

然中

し
て
別雜
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念念

が
無
く
な
っ
た
（
彼
時
禪
宗
不
著
、
歷
遊
講
肆
。
復
還
本
寺
、
禪
堂
掩
關
。
得
交
持
『
禪
關
策
進
』
書
至
。
師
展
閱
、
于
「
無
字
」
話
上
、
凝
然
無

別
念
）」（『
興
善
南
明
廣
禪
師
語
錄
』「
南
明
禪
師
行
狀
」・J32-329b

、cf

『
晦
嶽
旭
禪
師
語
錄
』
卷
一
「
普
說
」・J38-502b

）
と
述
べ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
策
進
』
を
通
し
て
看
話
參
究
に
入
っ
た
人
物
が
、
か
な
り
の
數
存
在
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

三
、『
禪
關
策
進
』
所
載
の
「
黃
檗
示
衆
」

⑴ 『
禪
關
策
進
』
の
果
た
し
た
も
う
一
つ
の
役
割

『
策
進
』
が
看
話
參
究
の
指
導
書
と
し
て
高
い
評
價
を
得
て
、
流
布
利
用
さ
れ
た
理
由
は
、
そ
の
參
究
者
へ
の
叱
咤
と
懇
切
な
參
究
事

例
の
收
載
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
に
今
一
つ
大
き
な
要
素
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
策
進
』
に
舉
げ
ら
れ
た
趙
州
「
無
字
」
の
話
頭
を
利
用
し
た
實
例
の
中
に
、
鏡
天
宗
照
（
生
卒
年
不
詳
）
の
次
の
樣
な
資
料
が
あ
る
。

因ち
な

み
に
『
禪
關
策
進
』
を
閱よ

ん
で
、「
黃
檗
の
示
衆
」
に
、「
僧
が
趙
州
に
問質

問

し
た
、『
い
っ
た
い
狗い

子ぬ

に
も
佛
性
が
有
る
で
し
ょ
う
か
』。

州趙
州

が
云
っ
た
、『
無
』
と
。
但
だ
二一

日

中

六
時
中
、
一
箇
の
『
無
』
の
字
を
看參

究

し
な
さ
い
。
晝
に
も
參參

究

し
夜
に
も
參參

究

し
、
行立

ち
居

住振
る

坐舞
い

臥の
最
中

、

著服
を
着

衣た
り
飯

喫を
食
つ

飯た
り

、
屙大

小

屎便
を

放し
て

尿い
る

〔
な
ど
、
ど
ん
な
〕
處場

面

で
も
、
心

意
識
を

心途
切
らさ

ず
に
〔『
無
』
の
字
を
〕
相か

え
り顧

み
、
猛

が
む
し
や
らに

著が

精ん

彩ば

っ
て
、
一
箇

の
『
無
』
の
字
を
守

參
究
し
續け

な
さ
い
。
日長

久い

歲年

深月

の
う
ち
に
、
一ひ

と
つ片

に
打な

り
き成

れ
ば
、
忽に

わ
か然

に
心
の
華
が
發ひ

現ら

い
て
、
佛
祖
の
機

は
た
ら
きを

悟
り
、

天
下
の
老坊

主
た
ち

和
尚
の
舌こ

と
ば頭

に
瞞だ

ま

さ
れ
な
い
で
し
ょ
う
」
と
曰い

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
頓に

わ
かに

疑
情
が
起
こ
っ
た
。〔
し
か
し
〕
且そ

も
そも

一そ
の
時時

に
請教

え
を
請益

う
處と

こ
ろが

無
か
っ
た
の
で
、
只た

だ
靜
か
な
夜
に
香こ

う

を
焚
い
て
誓
い
を
發た

て
る
し
か
な
か
っ
た
。〔
そ
こ
で
〕
自み

ず
から

「
無
字
」
の

公
案
を
拈取

り
上げ

て
、
晝
も
夜
も
參參

究

し
、
身
も
心
も
渾す

べ

て
〔
そ
の
存
在
を
〕
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
如こ

の

斯よ
う

に
し
て
久年

月

久が
経

ち
、
一あ

る
日日

、
正ち

よ
うど

經き
ん

行ひ
ん

し
て
い
た
次お

り

、
忽ふ

と
鴉か

ら
すの

聲鳴
き
聲を

聞
い
て
、
入さ

頭と

處り

を
得
た
。
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因
閱
『
禪
關
策
進
』、
見
「
黃
檗
示
衆
」
曰
、「
僧
問
趙
州
、『
狗
子
還
有
佛
性
也
無
』。
州
云
、『
無
』。
但
二
六
時
中
、
看
箇
無
字
、

晝
參
夜
參
、
行
住
坐
臥
、
著
衣
喫
飯
、
屙
屎
放
尿
處
、
心
心
相
顧
、
猛
著
精
彩
、
守
箇
無
字
。
日
久
歲
深
、
打
成
一
片
、
忽
然
心

華
發
現
、
悟
佛
祖
之
機
、
便
不
被
天
下
老
和
尚
舌
頭
瞞
處
」。
頓
起
疑
情
。
且
一
時
無
處
請
益
、
只
得
靜
夜
焚
香
發
誓
。
自
拈
無

字
公
案
、
晝
參
夜
參
、
身
心
渾
忘
。
如
斯
久
久
、
一
日
正
經
行
次
、
忽
聞
鴉
聲
、
得
入
頭
處
。（『
黔
南
會
燈
錄
』
卷
七
「
貴
陽
玉
龍

鏡
天
宗
照
禪
師
」・Z145-402b~c

）

鏡
天
は
、
四
川
で
教
線
を
伸
ば
し
た
密
雲
下
、
破
山
海
明
（
一
五
九
七
～
一
六
六
六
）
の
四
傳
の
法
孫
で
あ
る
。
問
題
な
の
は
引
用
さ
れ

た
「
黃
檗
示
衆
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
示
衆
の
正
式
の
題
目
は
『
策
進
』
で
は
「
筠
州
黃
檗
運
禪
師
示
衆
」（T

48-1098a~b

）
と
な
っ

て
い
る
。「
筠
州
黃
檗
運
」
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
臨
済
義
玄
の
嗣
法
師
で
あ
る
黃
檗
希
運
の
こ
と
で
あ
る
。

『
策
進
』
の
文
章
は
、
そ
の
黃
檗
希
運
が
趙
州
「
無
字
」
の
話
頭
參
究
を
修
行
者
に
指
示
し
た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
こ
の
「
黃
檗
示
衆
」
の
末
尾
に
は
、
袾
宏
自
身
の
「
評
」
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
御
丁
寧
に
「
こ
れ
が
後
代
に
公
案
を

提提
撕

し
、
話
頭
を
看參

究

す
る
始最

初

で
あ
る
（
此
後
代
提
公
案
、
看
話
頭
之
始
也
）」（T

48-1098b

）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
「
示
衆
」
が
本

物
な
ら
ば
看
話
禪
の
發
生
は
唐
代
の
黃
檗
希
運
も
し
く
は
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
な
る
。
あ
る
意
味
、
荒
唐
無
稽
な
話
で
あ
る
が
、
逆
に

言
え
ば
、
特
に
臨
濟
宗
に
お
け
る
看
話
參
究
の
實
施
に
對
し
て
、
權
威
あ
る
お
墨
付
き
を
與
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

袾
宏
以
外
に
、
看
話
禪
の
始
祖
と
し
て
黃
檗
希
運
を
舉
げ
た
禪
僧
に
洞
門
の
永
覺
元
賢
（
一
五
七
八
～
一
六
五
七
）
が
あ
り
、
永
覺
は
次

の
樣
に
述
べ
て
い
る
。

話
頭
の
上
で
一
步
〔
を
進
め
る
看
話
參
究
と
い
う
〕
死命

が

工け
の

夫修
行

と
な
る
と
、實
に
吾わ

た
しの

臆想

說像

で
は
な
い
。
昔む

か
し者

、黃
蘗
が
端端

緒

を
肇ひ

ら

き
、〔
歴

代
の
〕
諸祖

師

師が
た

が
遵踏

承襲

し
て
、
大
慧
〔
宗
杲
〕
が
尤と

り
わけ

主力

張説

し
た
の
で
あ
る
。
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至
於
話
頭
上
一
步
死
工
夫
、
則
實
非
吾
之
臆
說
也
。
昔
者
黃
蘗
肇
端
、
諸
師
遵
承
、
而
大
慧
尤
主
張
之
。（『
永
覺
元
賢
禪
師
廣
錄
』

卷
一
一
「
答
三
山
禪
者
」・Z125-262a

）

こ
こ
で
言
う
「
黄
蘗
」
は
黃
檗
希
運
と
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
希
運
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
永
覺
の
發
言
が

『
策
進
』
に
據
っ
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
斷
言
は
で
き
な
い
が
、
永
覺
は
袾
宏
門
下
の
高
足
で
あ
っ
た
聞
谷
廣
印
（
一
五
六
六
～
一
六
三
六
）

と
の
繋
が
り
が
あ
り
（『
永
覺
元
賢
禪
師
廣
錄
』
卷
一
八
「
真
寂
聞
谷
大
師
塔
銘
」・Z125-306d

）、
袾
宏
の
こ
と
を
「
當今

の
世世

の
柱
石
で
あ
り
、
萬永

世遠

の
繩規

矩

規準
繩

だ
（
當
世
之
柱
石
、
亦
萬
世
之
繩
規
）」（『
永
覺
元
賢
禪
師
廣
錄
』
卷
二
一
「
雲
棲
大
師
贊
」・Z125-321b

）
と
激
賞
し
て
お
り
、
更
に

は
『
策
進
』
を
推
獎
し
て
い
た
無
異
元
來
と
壽
昌
下
の
兄
弟
弟
子
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、『
策
進
』
を
目
に

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

⑵ 

看
話
禪
の
黃
檗
希
運
起
源
說
へ
の
批
判

と
も
あ
れ
、『
策
進
』
に
お
け
る
「
黃
檗
示
衆
」
を
黃
檗
希
運
と
す
る
說
が
、
看
話
禪
の
流
行
に
力
を
添
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
の
說
に
對
し
て
檢
證
を
行
い
、
真
っ
向
か
ら
否
定
し
た
人
物
が
日
本
に
い
た
。
そ
れ
は
江
戸
期
隨
一
の
曹
洞
宗
の
碩
學

で
あ
っ
た
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
で
あ
る
。
面
山
は
白
隱
慧
鶴
よ
り
二
歳
年
上
と
い
う
白
隱
と
同
時
代
の
禪
僧
で
あ
り
、
面

山
の
說
示
の
存
在
は
『
策
進
』
が
日
本
で
流
行
し
て
い
た
こ
と
の
裏
付
け
と
も
な
る
。
面
山
の
主
張
は
、
彼
が
五
十
歳
（
一
七
三
二
）
頃

に
行
な
っ
た
普
說
の
原
稿
を
、
明
和
二
年
乙
酉
（
一
七
六
五
）
の
「
自
序
」
を
附
し
て
出
し
た
『
建
康
普
說
』
全
十
三
章
の
第
五
「
除
夜

普
說
」（T
82-727b~728b

、
日
本
の
禪
語
錄	

第
十
八
卷
『
卍
山
・
面
山
』
講
談
社
・
一
九
七
八
年
・p.256~267

）
に
見
え
る
。

面
山
は
、
當
時
、『
策
進
』
に
載
せ
ら
れ
た
「
公
案
を
提參

撕究

す
る
の
は
黃
檗
希
運
禪
師
に
始
ま
る
（
提
撕
公
案
、
始
乎
黃
檗
希
運
禪
師
）」

（T
82-728a

）
と
い
う
說
を
根
據
と
し
て
看
話
參
究
に
走
る
者
が
い
る
こ
と
を
憂
え
て
、
こ
の
「
示
衆
」
を
黃
檗
希
運
の
も
の
と
誤
っ
た
の
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は
『
策
進
』
だ
と
、
そ
の
責
任
を
袾
宏
に
歸
し
て
次
の
樣
に
言
う
。

『
緇
門
警
訓
』
に
「
黃
檗
禪
師
示
衆
」
と
い
う
一
篇
が
戴の

せ
ら
れ
て
い
る
が
、〔
そ
の
〕
中
で
〔
こ
の
樣
に
〕
謂
っ
て
い
る
、「
若も

し

丈立
派
な
男

夫
漢
な
ら
、箇一

つ

の
公
案
を
看參

究

せ
よ
。
僧
が
趙
州
に
問質

問

し
た
、『
い
っ
た
い
狗い

子ぬ

に
も
佛
性
が
有
る
で
し
ょ
う
か
』。
州趙

州

が
云
っ
た
、『
無
』

と
。
但
だ
二一

日

中

六
時
中
、
一
箇
の
『
無
』
と
い
う
字
を
看參

究

し
な
さ
い
。
晝
に
も
參參

究

し
夜
に
も
參參

究

し
、
行

立
ち
居

住振
る

坐舞
い

臥の
最
中、

著
服
を
着
た
り
飯
を
食
つ
た
り

衣
喫
飯
す
る
處場

面

で
も
、
屙大

小
便
を
し
て

屎
放
尿
い
る
處場

面

で
も
、
心

意
識
を

心途
切
らさ

ず
に
〔『
無
』
の
字
を
〕
相か

え
り顧

み
、
猛

が
む
し
や
らに

著が

精ん

彩ば

っ
て
、
箇一

つ

の
『
無
』
の
字
を
守

參
究
し
續け

な
さ

い
。
日長

久い

歲年

深月

の
う
ち
に
、
一ひ

と
つ片

に
打な

り
き成

れ
ば
、
忽に

わ
か然

に
心
の
華
が
發ひ

現ら

い
て
、
佛
祖
の
機

は
た
ら
きを

悟
る
で
し
ょ
う
」
云
々
と
。
此
の
一

篇
は
、
但
だ
『
黄
檗
禅
師
示
衆
』
と
題
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、『〔
黃
檗
〕
希
運
』
と
謂
っ
て
い
な
い
。
憶想

像

す
る
に
是こ

れ
は
趙宋

宋代

に
黃
檗
に
住
持
し
て
い
た
漢も

の

の
作
で
あ
ろ
う
。
然し

か

る
に
後の

ち
に来

、
雲
棲
袾
宏
が
「
運
」
の
字
を
〔
書
き
〕
加
え
て
、〔「
黃
檗
運
禪
師
示

衆
」
と
〕
題
し
て
此こ

の
法
語
を
『
禪
關
策
進
』
に
收
載
し
、
自
ら
語言

葉

を
副そ

え
て
、「
此こ

れ
が
後
代
に
公
案
を
提提

撕

し
、
話
頭
を
看參

究

す
る

始最
初

で
あ
る
」
述
べ
た
の
で
あ
る
。

『
緇
門
警
訓
』
戴
箇
「
黃
檗
禪
師
示
衆
」
者
一
篇
。
中
謂
、「
若
是
丈
夫
漢
、
看
箇
公
案
。
僧
問
趙
州
、『
狗
子
還
有
佛
性
也
無
』。

州
曰
、『
無
』。
但
二
六
時
中
、
看
箇
無
字
。
書
參
夜
參
、
行
住
坐
臥
、
著
衣
吃
飯
處
、
屙
屎
放
尿
處
、
心
心
相
顧
、
猛
著
精
彩
、

守
箇
無
字
。
日
久
歳
深
、打
成
一
片
、忽
然
心
華
頓
發
、悟
佛
祖
之
機
」
云
云
。
此
一
篇
、但
題
曰
「
黃
檗
禪
師
示
衆
」、不
謂
「
希

運
」。
憶
是
趙
宋
住
黃
檗
漢
之
作
也
。
然
後
來
雲
棲
株
宏
、
加
「
運
」
字
於
黃
檗
下
、
題
載
此
法
語
於
『
禪
關
策
進
』。
自
副
語
曰
、

「
此
後
代
提
公
案
看
話
頭
之
始
也
」。（T

82-728a

）

確
か
に
面
山
が
指
摘
す
る
通
り
、
明
の
成
化
六
年
（
一
四
七
〇
）
の
空
谷
景
隆
（
一
三
九
三
～
一
四
七
〇
）
撰
「
重
刊
緇
門
警
訓
序
」
が

附
さ
れ
た
『
緇
門
警
訓
』
卷
七
に
「
黃
蘗
禪
師
示
衆
」（T

48-1075a~b

）
が
あ
り
、『
策
進
』
の
「
筠
州
黃
檗
運
禪
師
示
衆
」
は
そ
の
節
略
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で
あ
る
。

更
に
、
面
山
の
「
普
說
」
は
、「
近
世
に
新
た
に
渡渡

來し
た
明
藏
所
收
の
『
傳
心
法
要
』
の
末末

尾

に
此
の
法示

語衆

が
加添

添付

さ
れ
て
お
り
、
…
…

禪若
い

雛修
行
僧で

西
も
東
も
辨わ

か

ら
な
い
者
が
こ
れ
を
證し

ょ

據う
こ

と
し
て
い
る（
近
世
新
渡
明
藏
所
收
傳
心
法
要
末
加
添
此
法
語
…
…
禪
雛
不
辨
東
西
者
據
之
爲
證
）」

（T
82-728a

）
と
述
べ
、『
策
進
』
だ
け
で
な
く
明
藏
の
『
傳
心
法
要
』
に
も
、
も
と
も
と
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
同
じ
「
示
衆
」
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
と
し
、そ
れ
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
補
強
の
資
料
と
し
て
、明
代
末
期
の
居
士
で
あ
る
鮑
宗
肇
（
生
卒
年
未
詳
）

の
次
の
文
章
を
引
用
し
て
い
る
。

何だ

人れ

か
知わ

か
ら
な
い
が
、宋
〔
の
時
〕
代
に
黃
檗
山
に
住
持
し
て
い
た
者
の
〔
喋
っ
た
〕
一
段
の
「
示
衆
」
の
語言

葉

を
、『〔
傳
〕
心
〔
法
〕

要
』
の
後
に
贅付

け
加え

て
、『
ど
う
し
て
生
ま
れ
つ
き
の
彌
勒
や
そ
の
ま
ま
で
の
釋
迦
が
い
よ
う
か
』
と
曰い

い
、
趙
州
「
無
字
」
の
話
頭

を
參參

究

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
從そ

れ

此か
ら

一
人
が
傳
え
た
虚う

そ

を
萬
人
が
實本

當

だ
と
傳
え
て
、
遂と

う

と
う
先
の
黃
檗
〔
希
〕
運
公
の
說
だ
と
訛誤

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

不
知
何
人
、
將
宋
時
住
黃
檗
山
者
一
段
示
眾
語
、
贅
於
心
要
後
、
曰
「
那
有
天
生
彌
勒
自
然
釋
迦
」、
教
參
趙
州
「
無
字
」
話
頭
。

從
此
一
人
傳
虛
、
萬
人
傳
實
、
遂
訛
為
先
黃
檗
運
公
說
。（「
建
康
普
說
」T

82-728a

）

こ
の
引
用
文
は
『
天
樂
鳴
空
集
』
卷
中
「
題
無
字
話
頭
之
始
」（J20-486b~c

）
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
面
山
の
主
張
通
り
、『
策
進
』

と
同
じ
「
示
衆
」
が
『
傳
心
法
要
』
に
も
附
加
さ
れ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、『
傳
心
法
要
』
に
「
示
衆
」
が
附
加
さ
れ
た
時
期
が
、
果
た
し
て
『
策
進
』
が
こ
の
「
示
衆
」
を
「
筠
州
黃
檗
運
禪
師
示
衆
」

と
し
て
採
錄
し
た
前
な
の
か
後
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。『
策
進
』
の
袾
宏
「
自
序
」
は
萬
曆
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
撰
で
あ
る
が
、『
天

樂
鳴
空
集
』
の
鮑
宗
肇
「
自
序
」
は
十
年
後
の
萬
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
の
撰
述
で
あ
り
、『
策
進
』
よ
り
前
に
『
傳
心
法
要
』
に
「
示

（4） 

（5） 

（6） 
（7） 
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衆
」
が
附
加
さ
れ
て
い
た
證
據
と
は
な
ら
な
い
。
逆
に
『
策
進
』
を
真
似
て
『
傳
心
法
要
』
に
「
示
衆
」
が
附
錄
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る

の
で
あ
る
。

尚
、
鮑
宗
肇
の
「
題
無
字
話
頭
之
始
」
は
、
看
話
參
究
が
唐
代
で
は
な
く
宋
代
の
大
慧
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
論
證
す
る
こ
と
を
主
題
と

し
た
文
章
で
あ
る
が
（『
天
樂
鳴
空
集
』
卷
中
・J20-485c

）、
こ
の
點
に
つ
い
て
面
山
は
五
代
末
か
ら
北
宋
初
め
の
德
山
緣
密
（
生
卒
年
不
詳
）

ま
で
遡
る
と
し
、「
看
話
の
說
は
既
に
大
慧
以
前
に
在
っ
た
の
に
、
鮑
氏
は
委く

わ

し
く
考考

證

し
て
い
な
い
（
看
話
之
説
既
在
大
慧
以
前
、
鮑
氏
未
委

考
也
）」（『
建
康
普
說
』・T82-728b

）
と
し
て
否
定
し
て
い
る
。
德
山
緣
密
は
雲
門
文
偃
（
八
六
四
～
九
四
九
）
の
法
嗣
で
あ
り
「
雲
門
三
句
（
德

山
三
句
）」（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
二
・T

51-384c

、『
從
容
庵
錄
』「
第
四
十
六
則
德
山
學
畢
」・T

48-256b

）
で
知
ら
れ
る
禪
僧
で
あ
る
。
そ
の
證

據
と
し
て
引
用
さ
れ
た
德
山
緣
密
の
資
料
は
典
據
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
引
か
れ
て
い
る
の
は
「〔
德
山
緣
密
禪
師
の
〕
會門

下下

に
甚

だ
鋭

勇
猛
果
敢に

用修

工行

し
て
い
る
一
人
の
禪
者
が
い
て
、『
狗
子
無
佛
性
』
の
話
頭
を
看參

究

し
て
い
た
が
、
久
し
く
入悟

る
と
こ
ろ
が
無
か
っ
た
（
昔
德

山
密
禪
師
會
下
有
一
禪
者
、
用
工
甚
銳
、
看
狗
子
無
佛
性
話
、
久
無
所
入
）」（T

82-728a

）
と
い
う
文
章
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
四
明
曇
秀
が
紹

定
三
年
（
一
二
三
〇
）
の
「
自
序
」
を
附
し
て
刊
行
し
た
『
人
天
寶
鑑
』
の
「
德
山
密
禪
師
」
章
（Z148-64d

）
に
そ
の
ま
ま
見
え
る
。
し

か
し
、
燈
史
類
の
緣
密
の
章
（『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
二
二
・T

51-384c

、『
五
燈
會
元
』
卷
一
五
・Z138-281b

な
ど
）
に
は
こ
の
よ
う
な
「
無
字
」

に
關
す
る
話
は
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
『
人
天
寶
鑑
』
が
緣
密
の
章
の
典
據
と
し
て
舉
げ
て
い
る
『
梅
溪
筆
錄
』
と
い
う
書
物
は
、

そ
れ
自
體
、
他
に
名
前
が
見
ら
れ
な
い
内
容
不
明
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
は
『
人
天
寶
鑑
』
が
出
さ
れ
た
の
は
大
慧
宗
杲
が
遷
化
し
て

六
十
七
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
看
話
禪
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

⑶ 

清
初
の
木
陳
道
忞
の
主
張

鮑
宗
肇
の
『
天
樂
鳴
空
集
』
よ
り
四
十
七
年
遅
れ
る
も
の
の
、
面
山
の
『
建
康
普
說
』
に
先
立
つ
こ
と
七
十
五
年
の
清
初
期
に
黃
檗
希

運
の
「
示
衆
」
の
存
在
を
否
定
し
た
禪
僧
が
い
た
。
そ
れ
は
密
雲
圓
悟
の
法
嗣
の
木
陳
道
忞
（
一
五
九
六
～
一
六
七
四
）
で
あ
る
。
木
陳
は
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清
初
に
順
治
帝
に
招
か
れ
て
入
内
し
、
禪
師
號
を
下
賜
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
が
、
皇
帝
の
威
光
を
笠
に
着
て
宗
門
内
で
の
力
を
誇
示
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
密
雲
遷
化
後
、
天
童
寺
の
後
董
に
な
る
な
ど
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
た
が
、
そ
の
著
述
で
あ
る
『
北
遊
集
』
が
禁
書

と
さ
れ
る
な
ど
、後
世
の
評
價
は
高
く
な
い
禪
僧
で
あ
る
。
彼
が
順
治
十
四
年
（
一
六
五
七
）
に
撰
述
し
た
「
辯
譌
說
」
に
次
の
樣
に
あ
る
。

黃
檗
〔
希
運
禪
師
〕
の
『〔
傳
〕
心
〔
法
〕
要
』
の
末
〔
尾
〕
の
章
で
は
、學修

行
者者

に
工
夫
を
做す

る
こ
と
を
開し

示め

す
際
に
、趙
州
「
無
字
」

の
話
を
看參

究

さ
せ
て
い
る
。
三
十
年
前
に
、
常か

つ

て
其そ

れ
が
斷
際
（
黃
檗
希
運
）
の
語言

葉

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た
が
、
こ

れ
ま
で
辯あ

き

ら
か
に
す
る
暇ひ

ま

が
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
、『
佛
祖
〔
歷
代
〕
通
載
』
を
讀
ん
で
、
益さ

ら

に
其そ

の
詳
〔
細
な
情
報
〕
を
得
た
。
蓋お

も

う
に
斷
際
は
貞
元
〔
年
間
〕（
七
八
五
～
八
〇
五
）
中
に
京洛

洛陽

の
婆老

女

の
指指

示

で
大
寂
（
馬
祖
道
一
）
に
參
じ
よ
う
と
し
た
が
、
會た

ま
たま

〔
大
〕

寂
が
遷
化
し
た
の
で
、
石
門
で
〔
大
寂
の
〕
塔墓

に
禮ま

い

り
、〔
百
丈
〕
大
智
禪
師
に
親し

た

し
く
〔
接
す
る
こ
と
が
〕
で
き
て
、
遂
に
〔
百

丈
の
〕
言
下
に
徹さ

證と

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其そ

の
說
法
〔
し
た
期
間
〕
は
穆
〔
宗
の
長
慶
（
八
二
一
～
八
二
四
）
年
間
か
ら
、
敬
宗
の

寶
曆
（
八
二
五
～
八
二
六
）
年
間
を
經
て
、〕
文
〔
宗
の
太
和
（
八
二
七
～
八
三
五
）
年
間
・
開
成
（
八
三
六
～
八
四
〇
）
年
間
〕
の
間
に
在
っ

た
は
ず
で
あ
る
。〔
そ
れ
に
續
く
〕
武
宗
の
〔
會
昌
（
八
四
一
～
八
四
六
）
の
〕
滅破

教佛

に
逮お

よ

ん
で
、〔
僧
侶
は
〕
口
は
有
っ
て
も
挂黙

壁つ

て

堪
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
宣
宗
〔
の
大
中
（
八
四
七
～
八
五
九
）
年
間
〕
に
は
沙佛

門教

が
復復

興

す
る
わ
け
だ
が
、
僅
か
三
年
〔
後
〕
の
、
大

中
〔
三
年
〕
己
巳
（
八
四
九
）
の
歲
に
師黄

蘗

は
も
う
遷
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
趙
州
は
八
十
〔
歳
〕
で
尤な

お
行
腳
し
て
お
り
、
曾意

外

に

も
臨
濟
に
見あ

っ
た
後
に
始
め
て
〔
觀
音
〕
院
に
住
し
た
が
、
遷
化
し
た
の
は
、
昭
宗
の
乾
寧
〔
四
年
〕
丁
巳
（
八
九
七
）
の
こ
と
で

あ
り
、〔
黃
檗
が
遷
化
し
て
か
ら
〕
宣
〔
宗
や
〕
懿
〔
宗
（
在
位
八
六
〇
～
八
七
三
）〕・
僖
〔
宗
（
在
位
八
七
四
～
八
八
七
）〕・
昭
〔
宗
（
在

位
八
八
八
～
九
〇
四
）
の
時
代
〕
を
相へ

去だ

て
る
こ
と
無お

よ
そ慮

四
十
八
年
で
あ
っ
た
。
嘗以

前

か
ら
記お

ぼ

え
て
い
る
〔
話
だ
〕
が
、
法
眼
（
文
益
・

八
八
五
～
九
五
八
）
が
〔
趙
州
の
法
嗣
で
あ
る
〕
光
孝
〔
慧
〕
覺
に
、「
趙
州
に
柏
樹
子
の
話わ

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
是本

當

で
す
か
」

と
問質

問

し
た
ら
、〔
慧
〕
覺
は
直す

ぐ

に
「
先
師
に
此そ

ん

な
語言

葉

は
無
い
」
と
對こ

た

え
、
且さ

ら

に
「
先
師
を
謗
る
こ
と
が
莫な

い
よ
う
に
」
と
謂
っ
て
い

（8） 
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る
。〔
同
じ
よ
う
に
〕
六
十
痛
棒
で
臨
濟
を
打な

ぐ

っ
た
黃
檗
で
あ
り
な
が
ら
、
末晩

年

に
遂結

局

爾こ
の

爾よ
う

〔
に
看
話
禪
に
變
貌
す
る
〕
で
あ
ろ
う
か
。

然だ
と

則す
れ

ば
此こ

の
〔『
傳
心
法
要
』
末
尾
の
黃
檗
の
〕
語文

章

〔
に
書
か
れ
た
看
話
指
示
の
内
容
〕
は
非間

違
いな

の
で
あ
ろ
う
か
。
曰い

や

、
何ど

う

し
て
非

間
違
い

と
で
き
よ
う
か
。
蓋お

も

う
に
〔
黃
檗
と
い
う
の
は
希
運
で
は
な
く
〕
南
公
よ
り
以
後
の
黃
檗
〔
に
住
し
た
禪
僧
〕
な
の
で
あ
ろ
う
。

黃
檗
之
『
心
要
』
末
章
、
開
示
學
者
做
工
夫
、
教
看
趙
州
無
字
話
。
三
十
年
前
、
常
疑
其
非
斷
際
語
矣
。
未
暇
辯
也
。
頃
讀
『
佛

祖
通
載
』、
益
得
其
詳
。
蓋
斷
際
於
貞
元
中
以
京
洛
婆
指
參
大
寂
、
會
寂
遷
化
、
因
禮
塔
石
門
、
得
親
大
智
禪
師
、
遂
于
言
下
徹
證
、

則
其
說
法
應
在
穆
文
之
間
。
逮
武
宗
滅
教
、
有
口
只
堪
挂
壁
。
雖
宣
宗
即
復
沙
門
、
然
僅
三
年
、
當
大
中
己
巳
之
歲
而
師
已
遷
化

矣
。
趙
州
八
十
尤
行
腳
。
曾
見
臨
濟
後
始
住
院
。
及
遷
化
、
在
昭
宗
之
乾
寧
丁
巳
。
相
去
宣
懿
僖
昭
、
無
慮
四
十
八
年
。
嘗
記
法

眼
問
光
孝
覺
、「
聞
趙
州
有
柏
樹
子
話
、
是
否
」。
覺
直
以
「
先
師
無
此
語
」
對
之
。
且
謂
「
莫
謗
先
師
好
」。
豈
六
十
痛
棒
打
臨

濟
之
黃
檗
、而
末
遂
爾
爾
邪
。
然
則
此
語
非
乎
。
曰
何
可
非
。
蓋
南
公
以
後
之
黃
檗
與
。（
三
二
卷
本『
布
水
臺
集
』卷
二
四「
辯
譌
說
」・

J26-402c

）

文
章
の
終
わ
り
に
出
て
く
る
「
南
公
」
と
は
、黄
龍
派
の
派
祖
で
あ
る
黄
龍
慧
南
（
一
〇
〇
二
～
一
〇
六
九
）
を
指
す
。
禪
錄
の
中
で
「
南

公
」
と
呼
ば
れ
る
僧
侶
と
し
て
は
黃
檗
希
運
の
法
嗣
で
あ
る
千
頃
山
楚
南
（
八
一
三
～
八
八
八
）
と
黄
龍
慧
南
の
二
人
が
い
る
が
、
楚
南
は

黃
檗
に
住
持
し
た
經
歷
が
な
い
の
に
對
し
、慧
南
は
黄
龍
に
入
る
前
に
黃
檗
に
住
し
て
お
り
、そ
の
語
錄
中
に
「
筠
州
黃
蘗
山
法
語
」（『
黄

龍
慧
南
禪
師
語
錄
』・T
47-632b

）
が
殘
さ
れ
て
い
る
。「
黃
檗
示
衆
」
を
漠
然
と
「
趙宋

宋代

に
黃
檗
に
住
持
し
て
い
た
漢も

の

の
作
（
趙
宋
住
黃
檗
漢

之
作
）」
と
し
た
面
山
に
較
べ
れ
ば
、木
陳
は
、よ
り
具
體
的
に
時
期
の
上
限
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、慧
南
の
遷
化
は
、趙
州
「
無

字
」
の
公
案
を
用
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
五
祖
法
演
（
？
～
一
一
〇
四
）
よ
り
三
十
五
年
早
く
、
看
話
禪
の
大
成
者
と
目
さ
れ
る
大
慧
宗

杲
が
生
ま
れ
る
二
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。「
黃
檗
示
衆
」
の
文
章
が
大
慧
の
說
示
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
大
慧

以
降
の
も
の
と
す
る
方
が
妥
當
で
あ
ろ
う
し
、
鮑
宗
肇
が
、
大
慧
を
看
話
禪
の
創
始
者
と
し
て
、「
唯た

だ
一
句
の
無
義
味
の
話
頭
を
參
究

（12） 
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さ
せ
た
（
唯
將
一
句
無
義
味
話
頭
參
究
）」（『
天
樂
鳴
空
集
』
卷
中
・J20-485c

）
と
し
て
い
る
方
が
的
を
射
て
い
た
と
言
え
よ
う
か
。

お
わ
り
に

気
に
な
る
點
と
し
て
殘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、「
黃
檗
示
衆
」
に
つ
い
て
日
本
の
面
山
が
『
策
進
』
を
俎
上
に
載
せ
、『
傳

心
法
要
』
を
脇
に
置
い
て
論
じ
て
い
る
の
に
對
し
、
中
國
の
鮑
宗
肇
と
木
陳
道
忞
は
『
傳
心
法
要
』
だ
け
を
問
題
と
し
て
、
流
布
し
て
い

た
は
ず
の
『
策
進
』
の
存
在
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

鮑
宗
肇
の
『
天
樂
鳴
空
集
』
が
『
策
進
』
よ
り
十
年
後
の
序
刊
で
あ
る
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
彼
は
「
晩晩

年

に
は
雲
棲
に
皈歸

依依

し
…
…
北

門
下
の

面禮
を
と

っ
て
弟
子
と
稱
し
た
（
晩
乃
皈
依
雲
棲
…
…
北
面
稱
弟
子
）」（『
天
樂
鳴
空
集
』
卷
頭
附
錄
「
天
樂
鳴
空
集
緣
起
」・J20-471a

）
と
さ
れ
、ま
た
「
雲

棲
大
師
と
往遣

り

復取
り

し
て
問問

い

難た
だ

し
た
（
與
雲
棲
大
師
往
復
問
難
）」（『
天
樂
鳴
空
集
』
卷
頭
附
錄
「
天
樂
鳴
空
小
引
」・J20-472b

）
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

當
然
、『
策
進
』
を
含
む
袾
宏
の
著
述
に
目
を
通
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

木
陳
も
前
掲
の
「
辨
譌
說
」
の
中
で
「
三
十
年
前
に
、
常か

つ

て
其そ

れ
が
斷
際
（
黃
檗
希
運
）
の
語言

葉

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
た

（
三
十
年
前
、
常
疑
其
非
斷
際
語
矣
）」
と
述
べ
て
い
た
が
、
三
十
年
前
は
天
啓
七
年
（
一
六
二
七
）
の
計
算
に
な
り
、『
策
進
』
が
出
さ
れ
て
か

ら
四
半
世
紀
後
の
こ
と
と
な
る
。
但
し
、
袾
宏
が
遷
化
し
た
時
、
木
陳
は
ま
だ
十
九
歳
で
あ
っ
た
し
、
彼
の
傳
記
に
は
袾
宏
と
の
直
接
の

關
係
の
存
在
を
示
す
資
料
は
な
い
。
ま
た
、
木
陳
の
著
述
の
中
に
は
袾
宏
の
名
前
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、「
雲
棲
蓮
池
宏
大
士
」
と

い
う
賛
が
あ
り
、
そ
の
中
で
袾
宏
の
こ
と
を
「
孔孔

子

門門
下

の
迦
葉
、
釋釋

尊
弟
子氏

の
儒顔

童回

で
あ
り
、
末末

法

年の
世

を
炤て

明ら

し
、
大ほ

と
け雄

を
光か

が
やか

し
た
（
孔
門
迦
葉
、

釋
氏
儒
童
。
炤
明
末
年
、
光
於
大
雄
）」（
三
二
卷
本
『
布
水
臺
集
』
卷
一
八
・J26-379b
）
と
彼
の
儒
佛
一
致
の
唱
道
を
踏
ま
え
な
が
ら
絶
賛
し
て

い
る
。
木
陳
の
嗣
法
師
で
あ
る
密
雲
圓
悟
は
袾
宏
の
禪
淨
一
致
を
嫌
い
、「
千
問
千
棒
、
萬
問
萬
打
」（『
天
童
直
說
』
卷
三
「
三
錄
・
與
瑞
光

頂
目
」・15b

）
と
言
い
放
ち
、
激
烈
な
棒
打
に
よ
る
接
化
を
行
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
た
禪
僧
で
あ
り
、
そ
の
門
下
も
「
唯
だ
痛
棒
を
以
っ

（13） 
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て
人
を
接
し
、誰
か
棒
す
可
き
誰
か
棒
す
可
か
ら
ざ
る
か
を
見
ず
（
唯
以
痛
棒
接
人
、不
見
誰
可
棒
誰
不
可
棒
）」（『
費
隱
禪
師
別
集
』
卷
一
二
「
黄

檗
勘
語
上
」・4a

）
と
述
べ
た
費
隱
通
容
（
一
五
九
三
～
一
六
六
一
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
機
用
に
よ
る
純
禪
指
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
「
徑大

慧

山宗
杲

の
再

う
ま
れ

世か
わ
り（

徑
山
再
世
）」（『
弘
覺
禪
師
語
錄
』
附
錄
・
金
之
俊
撰
「
弘
覺
禪
師
語
錄
序
」・2a

）
と
言
わ
れ
た
木
陳
に
限
っ
て
は
、

棒
喝
一
邊
倒
で
は
な
く
「
語
言
三
昧
」（
語
言
三
昧
）」（『
布
水
臺
集
』
卷
七
「
翠
巖
古
雪
禪
師
語
錄
序
」・7b

）
を
重
視
し
、「〔
機
根
の
〕
高
低

に
普あ

ま
ねく

應
じ
る
（
高
低
普
應
）」（『
北
遊
集
』
卷
一
「
上
堂
」・6b

）
と
隨
機
方
便
を
標
榜
し
て
お
り
、
極
端
な
批
判
を
他
の
禪
僧
に
加
え
る
こ

と
も
し
て
い
な
い
。
そ
ん
な
木
陳
が
禪
門
の
師
家
と
し
て
當
時
流
布
し
て
い
た
袾
宏
の
『
策
進
』
に
目
を
通
し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
こ
と

は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
鮑
宗
肇
や
木
陳
が
「
黃
檗
示
衆
」
に
つ
い
て
『
策
進
』
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
や
は
り
萬
暦
三

高
僧
の
一
人
と
し
て
廣
く
尊
崇
さ
れ
、
明
末
以
降
の
中
國
佛
教
界
に
宗
派
を
問
わ
ず
絶
大
な
影
響
と
壓
倒
的
な
支
持
を
得
續
け
た
袾
宏
へ

の
配
慮
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
黃
檗
示
衆
」
の
採
錄
と
い
う
間
違
い
が
有
る
に
せ
よ
、『
策
進
』
が
明
末
以
降
の
中
國
に
お
け
る
看
話

禪
の
更
な
る
普
及
に
貢
献
し
、
數
多
く
の
禪
僧
の
修
行
の
指
標
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
無
い
事
實
な
の
で
あ
る
。

【
注
】

（　

）		

白
隱
が
手
に
し
た
『
策
進
』
が
ど
の
樣
な
版
本
で
あ
っ

た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
白
隱
当
時
、
唐

本
以
外
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
和
刻
本
と
し
て
、
明
曆

二
年
（
一
六
五
六
）
に
二
條
通
鶴
屋
町
田
原
仁
左
衛
門
が

刊
行
し
た
中
國
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
重
刻
本
の
覆
刻

本
（
國
文
学
研
究
資
料
館
・
駒
澤
大
學
な
ど
に
所
藏
）、
及
び

註
者
は
不
詳
で
あ
る
が
元
祿
八
年
（
一
六
九
五
）
に
大
坂

伊
丹
屋
太
郎
右
衛
門
が
出
版
し
た
『
首
書
本	

禪
關
策
進
』

（
駒
澤
大
學
な
ど
に
所
藏
）
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
白
隱
在
世

中
の
寶
曆
二
年
（
一
七
五
二
）
に
出
さ
れ
た
版
本
が
あ
っ

た
と
さ
れ
、こ
の
本
は
十
年
後
の
寶
曆
十
二
年（
一
七
六
二
）

に
東
嶺
圓
慈
撰
「
重
刻
禪
關
策
進
後
序
」
を
卷
末
に
附

し
て
京
都
小
川
源
兵
衛
に
よ
り
再
刊
さ
れ
て
い
る
（
京
都

大
學
附
屬
図
書
館
・
駒
澤
大
學
な
ど
所
蔵
）。
現
在
、『
策
進
』

を
資
料
と
し
て
利
用
す
る
際
に
主
に
用
い
ら
れ
て
い
る

『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
第
四
八
冊
收
載
の
『
策
進
』
の
底

1
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本
は
明
曆
二
年
刊
本
で
、
そ
の
末
尾
に
寶
曆
十
二
年
の

東
嶺
撰
「
後
序
」
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
現
在
で

も
容
易
に
入
手
が
可
能
な
和
刻
本
と
し
て
、
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）
の
「
自
跋
」
を
附
し
た
稽
山
竺
堯
著
『
禪
關

策
進
箋
解
』
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
元
祿
八
年
の
『
首
書

本	

禪
關
策
進
』
の
注
記
に
大
幅
な
改
訂
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。

（　

）		

雍
正
帝
の
雲
棲
袾
宏
に
對
す
る
評
價
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
雍
正
帝
と
仏
教
」（『
町
田
三
郎
教
授
退
官
記
念
中
国
思

想
史
論
叢	

下
巻
』
中
國
書
店
・
一
九
九
五
年
）
の
「
二
、
帝

の
仏
教
思
想
」
を
参
照
。
ま
た
、
袾
宏
の
思
想
に
つ
い

て
は
荒
木
見
悟
著
『
雲
棲
袾
宏
の
研
究
』（
大
藏
出
版
・

一
九
八
五
年
）、
拙
稿
「
雲
棲
袾
宏
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
論
叢
』
第
二
号
・
二
〇
〇
七
年
、

p.3~27

、
後
に
増
補
し
て
宋
明
哲
学
研
討
會
譯
注
『
竹
窗
隨
筆

―
明
末
佛
教
の
風
景
―
』「
解
說
」・
二
〇
〇
七
年
・
中
國
書
店

に
收
載
）
に
詳
し
い
。
加
え
て
、
そ
の
禪
淨
雙
修
や
「
參

究
念
佛
」
使
用
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
禪
淨
一
致
に
關

す
る
一
考
察
―
天
如
惟
則
か
ら
雲
棲
袾
宏
へ
―
」
の
「
三
、

袾
宏
の
禪
淨
論
」（『
荒
木
先
生
退
休
記
念
中
國
哲
學
史
研
究

論
集
』・
一
九
八
一
年
、
後
に
『
元
代
禪
宗
史
研
究
』
禪
文
化
研

究
所
・
二
〇
〇
五
年
に
收
載
）
を
參
照
。

（　

）		

こ
の
『
雲
棲
法
彙
』
は
崇
禎
十
二
年
（
一
六
三
九
）
に
版

式
を
徑
山
藏（
嘉
興
藏
）に
變
更
し
た
改
訂
版
が
出
さ
れ（
卷

首
「
新
刻
雲
棲
法
彙
敍
」・4b

）、
更
に
光
緒
二
十
三
年

（
一
八
九
八
）
に
金
陵
刻
經
處
で
開
雕
さ
れ
て
お
り
（
表
紙

刊
記
）、
そ
の
光
緒
版
が
臺
灣
か
ら
出
さ
れ
た
『
嘉
興
大

藏
經
』（
新
文
豊
出
版
公
司
）
に
收
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。『
策
進
』
の
單
本
と

し
て
は
、萬
暦
二
十
八
年
（
一
六
〇
〇
）
の
袾
宏
の
「
自
序
」

が
存
す
る
か
ら
、
同
年
の
刊
本
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
未
見
で
あ
る
。
前
述
し
た
本
邦
の
「
首
書
本
」
の
底

本
は
「
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）」
の
「
重
刻
本
」
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
『
雲
棲
法
彙
』
編
纂
以
前
に
『
策
進
』
が

重
刻
さ
れ
て
い
た
事
實
が
分
か
る
し
、
更
に
東
京
の
内

閣
文
庫
に
は
崇
禎
八
年
（
一
六
三
五
）
の
刊
本
（
紅
葉
山
文

庫
旧
藏
本
）
が
殘
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
明
末
期
に
度
々
刊

行
さ
れ
、
廣
く
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（　

）		

面
山
が
見
た
『
緇
門
警
訓
』
の
版
本
は
不
明
で
あ
る
。
但

し
、
大
正
藏
收
載
の
一
〇
卷
本
は
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）

刊
の
嘉
興
藏
本
を
底
本
と
し
て
お
り
、
明
の
成
化
六
年

（
一
四
七
〇
）
の
空
谷
景
隆
（
一
三
九
三
～
一
四
七
〇
）
撰
「
重

刊
緇
門
警
訓
序
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
黒
田
亮
著
『
朝

鮮
舊
書
考
』
の
「
緇
門
警
訓
と
緇
林
寶
訓
と
の
關
係
」（
岩

波
書
店
・
一
九
四
〇
年
、p.128~141

）
に
據
れ
ば
、
崇
禎
刊

本
の
翻
刻
と
見
ら
れ
る
和
刻
本
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

23

4

231　『禪學研究』第100號，2022年3月



か
ら
、
面
山
は
恐
ら
く
嘉
興
藏
本
と
同
じ
系
統
の
刊
本

を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
尚
、
崇
禎
刊
本
は
袾
宏
の
遷
化

後
の
刻
出
で
あ
る
が
、
成
化
六
年
序
の
重
刊
本
と
内
容

的
な
差
異
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（　

）		

鮑
宗
肇
は
、
字
は
性
泉
、
天
鼓
居
士
と
號
し
た
。
浙
江

省
山
陰
縣
天
樂
郷
の
出
身
で
あ
り
、
そ
の
著
『
天
樂
鳴

空
集
』
三
卷
の
名
稱
は
出
身
地
に
據
っ
て
い
る
。
そ
の

傳
と
し
て
は『
天
樂
鳴
空
集
』の
卷
頭
に
附
錄
さ
れ
た「
鮑

性
泉
傳
略
」（J20-473a
）
が
あ
り
、
同
じ
文
章
が
乾
隆

四
十
八
年
序
刊
の
彭
希
涑
撰
『
淨
土
聖
賢
錄
』
の
卷
八

（Z135-176d~177a

）
に
引
か
れ
て
い
る
。

（　

）		

面
山
の
時
代
に
一
般
的
に
明
藏
と
呼
ば
れ
た
の
は
「
嘉

興
藏
」
で
あ
る
が
、
康
煕
六
年
（
一
六
六
七
）
の
刊
記
を

持
つ
『
斷
際
禪
師
傳
心
法
要
』
一
卷
『
宛
陵
錄
』
一
卷

の
嘉
興
藏
本
に
は
、こ
の
「
示
衆
」
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。

（　

）		『
天
樂
鳴
空
集
』
は
嘉
興
藏
に
收
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
出
版
年
は
不
明
で
あ
る
。「
自
序
」
は
萬
暦
三
十
八
年

（
一
六
一
〇
）
撰
で
あ
る
が
、
卷
頭
附
錄
の
蕅
益
智
旭

（
一
五
九
九
～
一
六
五
五
）
撰
「
天
樂
鳴
空
集
序
」
に
は
「
癸

巳
（
順
治
十
年
・
一
六
五
三
）」
と
の
撰
年
が
、
ま
た
王
起

隆
撰
「
天
樂
鳴
空
集
緣
起
」
並
び
に
「
天
樂
鳴
空
小
引
」

に
は
「
戊
子
（
順
治
五
年
・
一
六
四
八
）」
の
撰
年
が
附
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
順
治
十
年
（
一
六
五
三
）
も
し

く
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
こ
ろ
の
刊
刻
で
あ
ろ
う
。

（　

）		

明
末
清
初
期
に
お
け
る
木
陳
の
評
價
に
つ
い
て
は
、
陳

垣
撰
『
清
初
僧
諍
記
』（
中
華
書
局
・
一
九
六
二
年
、拙
訳
『
譯

注
清
初
僧
諍
記
―
中
國
佛
教
の
苦
惱
と
士
大
夫
た
ち
―
』・
中
国

書
店
・
一
九
八
九
年
）
に
詳
し
い
。
ま
た
拙
稿
「
費
隠
通

容
の
臨
済
禪
と
そ
の
挫
折
―
木
陳
道
忞
と
の
対
立
を
巡
っ
て

―
」（『
禪
學
研
究
』
六
四
・
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（　

）		

木
陳
の
「
辯
譌
說
」
は
嘉
興
藏
所
收
の
三
二
卷
本
『
布

水
臺
集
』
卷
二
四
（4b~5a

）
以
外
に
、
二
〇
卷
本
『
布

水
臺
集
』
卷
一
二
（2b~3a

）・
中
國
國
家
圖
書
館
所
藏
『
百

城
集
』
卷
二
〇
（15a~b

）
に
收
載
さ
れ
て
い
る
。
撰
述

年
次
に
つ
い
て
は
、『
百
城
集
』
卷
二
〇
の
卷
頭
に
附
さ

れ
た
「
目
錄
」
に
「
辯
譌
說	

順
治
十
四
年
天
童
作
」（1b

）

と
あ
る
。

（　

）		

以
下
、
木
陳
が
述
べ
て
い
る
黃
檗
の
因
縁
は
、『
佛
祖
歷

代
通
載
』
卷
一
六
の
「
黃
蘗
希
運
禪
師
示
寂
」
章
（T

49-
638c~639a

）
な
ど
、『
通
載
』
中
に
は
見
當
た
ら
な
い
。

木
陳
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
か
。
類
似
し
た
記
述
は
、『
聯

燈
會
要
』
卷
七
「
筠
州
黃
檗
希
運
禪
師
」
章
（Z136-273d

）・

『
古
尊
宿
語
錄
』
卷
二
「
筠
州
黃
檗
斷
際
禪
師
」
章

（Z118-90d

）
に
見
え
る
。

（　

）		
光
孝
慧
覺
の
傳
は
、『
五
燈
會
元
』
卷
四
「
揚
州
光
孝
院

慧
覺
禪
師
」
章
（Z138-78b

）
な
ど
に
見
え
る
。
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（　

）		

法
眼
と
光
孝
慧
覺
（
覺
鐵
觜
）
と
の
問
答
は
、『
五
家
正
宗

贊
』
卷
一
「
趙
州
真
際
禪
師
」
章
（Z135-457b

）、『
禪
林

僧
寶
傳
』
卷
一
一
「
雪
竇
顯
禪
師
」
章
（Z137-244b

）
な

ど
に
見
え
る
。

（　

）		

贊
の
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
餖
飣
百
氏
、
醞
釀
諸

宗
。
即
禪
為
淨
、
六
義
三
從
。
有
聲
其
默
、
有
儼
其
容
。

金
相
玉
式
、
德
鳳
仁
龍
。
甘
露
法
雨
、
旃
檀
香
風
。
披

之
拂
之
、
以
翼
以
通
。
孔
門
迦
葉
、
釋
氏
儒
童
。
炤
明

末
年
、
光
於
大
雄
。」（『
布
水
臺
集
』
卷
一
八
「
雲
棲
蓮
池
宏

大
士
」・J26-379b

）

（
花
園
大
学　

教
授
）
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